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 市政の総合的な推進
京都創生総合戦略・レジリエンス・ＳＤＧｓを
強力に推進するため、有識者を含めた第三
者機関を設置し、大学と連携すべき。

下水道
１０年に一度の大雨にも対応
した浸水対策をとるべき。

 まちづくり
ＶＲを活用するなど河川整備の内容や効果を地域
住民に分かりやすく説明すべき。

議論の一部を御紹介

「京都市地域企業の持続的発展の
  推進に関する条例」を可決しました！
　　　　…市内企業の９９．７％を占める中小企業をはじめとした地域企業を応援する条例。

「幼児教育・保育の
  無償化の円滑な
  実施を求める意見書」

幼児教育・保育の無償化の円滑な
実施に向け、保育士の処遇改善及
び人材確保のための取組を行う
など、子どもの最善の利益に合致
するものとなるよう、市民を代表
し、国に意見を示しました。

●意見書

議論の一部を御紹介

用語解説

用語解説

予算全般
ふるさと納税の確保
に向けて、踏み込ん
で取り組むべき。

災害対策
復旧事業だけでなく、新た
な対策や計画の前倒しな
ど、災害対策を抜本的に強
化して予算を増額すべき。

 子育て環境
児童虐待事案の緊急点検
の際には、子どもの状況を
しっかりと把握し、必要な
支援につなげるべき。

京都経済の活性化のため、条例の理念
をしっかりと周知し、理解を促すべき。

自ら地域企業として宣言した企業を支援するなど、条例で規定している責務
を果たすことができる企業を増やすための政策誘導の仕組みが必要である。

主
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議員提案

そのほかの議案や審議結果、意見書等
の全文などは、市会ホームページへ！

全国初
地域を大切にする企業を応援

６人の議員が勇退しました
　３月２０日の本会議で、４月２９日限りで勇退する６名の議員へ、市長と議長からはなむけの言葉が
贈られ、勇退議員を代表して井上与一郎議員から謝辞が述べられました。
（勇退議員）井上与一郎議員（右京区）　北山ただお議員（山科区）　山中　渡議員（下京区）　
　　　　　  ひおき文章議員（北区）　   久保　勝信議員（山科区）　豊田貴志議員（山科区）

勇退議員

　平成30年度補正予算の審議や代表質疑などが行われた2月市会前半の内容については、
前号（第100号）に掲載しておりますので、市会ホームページなどから御覧ください。

地域企業…企業の規模にかかわらず、市内に本店又は主たる事務所を有し、地域に
根ざして活動される事業者のこと。

用語解説 ＶＲ（バーチャル・リアリティ）…コンピュータ
ーによって作られた仮想的な世界を、あたか

も現実世界のように体感できる技術。
京都創生総合戦略…人口減少社会の
克服や東京一極集中の是正など、本

市における地方創生の取組指針。
レジリエンス…いかなる危機に対しても、しな
やかに対応し、以前よりもより良く回復しようと
する態度や考え方。
ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）…気候変動、自
然災害、生物多様性、紛争、格差の是正などの
国内外の課題の解決に向けて国連で掲げられ
た国際目標。
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平成３１年度当初予算

合計１兆7,223億円

    一般会計        

7,944億円
    特別会計
 （国民健康保険等）

6,606億円
      公営企業会計
 （上下水道,市バス・地下鉄）

   2,673億円

年に7回、市民しんぶん（区版）に挟み込んで配布しています！




